
中期方針の決定

政策ニーズ、国民ニーズを踏ま
えつつ、公共事業の範囲・優先
分野等に関する「中期方針」を
定め、国会の承認を受ける。

ガイドライン策定

・数量分析に関する「統一　
　的手法」

・「業務運営の基本方針」

・「プロジェクトの評価」

図表２．公共事業適正化のための３つのプロセス

　～プロセスのフローチャート～

①審査・優先　
　順位づけの　
　プロセス

②執行の　　
　プロセス

③評価・見直　
　しのプロセス

各プロジェクト案の策定

政党、自治体、住民等は、国が整備すべきプロ
ジェクトについて、「中期方針」に沿った提案を
することができる。政府は､自らの案とこうした提
案に対し､第三者機関のガイドライン (数量分析
に関する「統一的手法」等)に基づく分析を行い､
プロジェクトを選定する。

政府予算案の策定

政府・与党は、プロジェクトの審査・優先順位づ
けを行い、それらを盛り込んだ政府予算案作成

　政府予算案の審議

第三者機関が策定したガイドライン(特に業務
運営の基本方針）を遵守のうえ、公共事業を執
行する。

プロジェクトの見直し等に関
する統一ルールの策定

「時のアセスメント」を策定し、この
中で、プロジェクトの見直し、中止
を行った場合の補助金返還、行政
側の責任等に関する統一的ルー
ルを明確にする。

主なプロジェクトの評価を適宜行い、報告書を
政府等に提出する。

第三者機関等の評価を踏まえ、プロジェクトの
改善・変更計画を策定する。

①～③の「手続きのルール化」を、
早急に法制化する。
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議　会

第三者機関
①～③の「手続きのルール化」を法
制化するための原案を作成する。第
三者機関はその法が遵守されている
かどうかの評価・監視も行う。

（「手続き」の法制化）

＋

政　府

　「重点化」「効率化」を柱とする公共事業改革を具体的に進めていくためには、公共事業の①審査・優先順位
づけ、②執行、③評価・見直しの３つのプロセスにおいて、政府・与党が守るべきルールを定めていくことが不可
欠である。

＋ 中期方針の審議
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